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◆◆◆◆◆ 注 目 記 事 ◆◆◆◆◆   

「市民活動フェスティバル 2015」開催 

   組織基盤強化のためのワークショップ開催 

   チャレンジインターンシップ事業 

 

 

２０１５年 ７月発行 

NPO/NGO の組織基盤強化のためのワークショップ開催報告 

基盤強化の必要性を学ぶ 
ふくしまＮＰＯネットワークセンター理事   内山 愛美 

６月１４日（日）、福島市市民活動サポートセンタ

ーにおいて、ふくしまＮＰＯネットワークセンター主

催・Ｐａｎａｓｏｎｉｃ株式会社、ＮＰＯ法人日本ＮＰＯセ

ンター共催「ＮＰＯ／ＮＧＯの組織基盤強化のため

のワークショップｉｎ福島」を開催しました。 

ＰａｎａｓｏｎｉｃではＮＰＯ／ＮＧＯがより戦略的に社

会課題を解決できるためには、組織基盤の強化が

必要と考え、多様で客観的な視点を取り入れ組織

全体をみつめ、自己変革に挑戦するための様々

なサポートプログラムを展開しています。今回のワ

ークショップもその１つです。今年度も東京からスタ

ートし、全国で７箇所実施したワークショップは、福

島が最後の地となりました。 

ワークショップは３部構成となっており、１部では

日本ＮＰＯセンター常務理事田尻佳史氏による

「組織基盤の強化の意義と意味について」と題した 

基調講演が行われ、２部で組織基盤強化に取り組ん

だ活動団体ＮＰＯ法人ホールアース研究所、ＮＰＯ法

人ビーンズふくしまによる事例報告が行われました。

３部は自組織 齋藤美佐常務理事がコーディネータ

ーを務めたワークショップ。ここでは、参加者が自分の

組織の課題をみつめ、その課題について互いに意見

を深め合いました。自組織の理事や職員も、ファシリ

テーターやオブザーバーなどといった立場で参加し、

改めて課題をみつめるよい機会となりました。 

福島県内だけでなく、宮城県仙台市・石巻市、神

奈川県横浜市などからの参加もあり、大変熱のこもっ

たワークショップとなりました。参加者同士の交流も図

れ、とても有意義な一日となったと感じます。今後、こ

のワークショップから得たものが参加団体の発展のヒ

ントになることを期待しています。 

 



 

 

 

今年もふくしま市民活動フェスティバルが

開催されました。例年ですとAOZ一会場のみ

の開催でしたが、今年は期間を５月２８日から

３１日までの４日間とし株式会社中合（以下

“中合”）と福島市市民活動サポートセンター

（以下“ふくサポ”）の２ヶ所を加えた３カ所で

の開催となりました。そして３カ所を見事に見

て回った人たちには、オリジナルエコバックが

もらえるスタンプラリーが開催されます。では

早速スタンプカード片手に、まずはメイン会場

である AOZ を見てみましょう。 

ここ AOZ は、５月３１日のみの開催となり、

二本松市の菊人形マスコットキャラクターの

「菊松くん」と福島市の観光ＰＲキャラクターの

「ももりん」が出迎えてくれます。各団体さんの

展示ブースをはじめ、市民活動フェスティバ

ルにおける全体シンポジウム、ワークショップ

など目玉企画が目白押しですね。おやっ、各

ブースを巡る「わくわくツアー」が開催していま

す、早速わくわくツアーに参加して各ブースを

見てみましょう。 

 

ツアー参加者は大勢の方が福島市内で行

われている市民活動に興味を持っているようで

すね、各団体さんがいきいきと丁寧に説明をし

ているおかげでしょうか、皆さん真剣に見聞きし

ています。「一度にこんなに説明してくれるなん

て、楽しいし、勉強になります」と皆さん大喜び

ですね。おおっと、ツアー参加者に各団体さん

から試飲やプレゼントがあるではないですか、こ

れはありがたいですね、参加して良かったと思

わず笑顔になってしまいました。ツアーガイドの

H さんからは、「反省点は多いのですが、とても

楽しく巡ることができました」とのコメントです。今

回のわくわくツアーは大成功だったことが伺え

ますね。 

 

 
ふくしま 市民活動 

フェスティ バル２０１５ 
ホップ・ステップ・ジャンプ  ～子どもに 未来♡笑顔を～ 

▲菊松くん＆ももりんと一緒に！ 

▼展示を見て回る来場者の皆さん 
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スタンプラリーの最終目的地ふくサポに到

着です。ここではアンパンマンでおなじみ、やな

せたかし氏のタペストリーを展示しています。タ

ペストリーを眺めていると時間の流れが止まっ

た感じがしますね、ついつい我を忘れて見入っ

てしまいます。あっ、いかんいかん、スタンプを

押してもらいエコバックと交換して、すぐに中合

へ戻ろう。マット和子さんデザインのフェスティ

バルオリジナルエコバックに、作家さんのサイ

ンをもらわないと。今回の限定エコバックにサ

インを入れることで、なお一層のプレミア感が

生まれます。これは急がないといけませんね、

再び中合へ向けてふくサポを後にしました。 

以上、最後は駆け足ですが、フェスティバル

の報告を終了いたします。この４日間で、のべ

4,200 人の人々が訪れてくれました、この場を

借りて御礼申し上げます。また参加団体のみ

なさま、スタッフのみなさま、お疲れさまでし

た。それでは、次回の開催を心待ちにしてくだ

さいね。  

（報告：ふくしま市民活動フェスティバル事務局 

担当 相澤義和） 

次に中合一番館催事場へやってまいりまし

た。そこでは福島市出身の絵本作家３人が原

画展を行っております。ちょうどサイン会が終わ

り、トークショーが始まりました。マット和子氏、

丹治匠氏、小原風子氏の熱の入ったトークショ

ーは、大勢のお客さんに囲まれて盛り上がって

います。ああ、エコバックに作家さんたちのサイ

ンを入れてほしい・・・。こうしてはいられませ

ん、最終目的地のふくサポへ急ぎましょう。 

 

▲やなせたかしさんのタペストリーの数々 

▼幼稚園のみんなが描いてくれたぬり絵 
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中合ツイン広場には移動図書館車もやってきた 

 

 
ふくしま 市民活動 

フェスティ バル２０１５ 
ホップ・ステップ・ジャンプ  ～子どもに未来♡笑顔を～ 
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編 集 後 記  

●編集・発行 

認定特定非営利活動法人 

ふくしま NPO ネットワークセンター 

〒960-8034 福島市置賜町 1-29 佐平ビル 8F 

TEL 024-528-1211  FAX 0２４-528-1218  

E-mail center@f-npo.jp  URL http://www.f-npo.jp/ 

 

 

―福島市の指定管理制度で運営している施設― 
●福島市市民活動サポートセンター 

〒960-8041 福島市大町 4-15 チェンバおおまち３F 

TEL 024-526-4533  FAX 024-526-4560 

URL http://www.f-ssc.jp  

E-mail f-ssc@bz01.plala.or.jp 

―福島県より受託、運営している施設― 
●ふくしま地域活動団体サポートセンター 

〒960-8043 福島市中町 8-2 福島県自治会館 7F 

TEL 024-521-7333  FAX 024-523-2741 

URL http://www.f-npo.jp/saposen/ 

E-mail saposen@f-npo.jp 

まちの駅総会開催 

―福島市より受託、運営している施設― 
●まちの駅 ふくしま情報ステーション 

〒960-8053 福島市三河南町 1-20 コラッセふくしま 1F 

TEL 024-525-4020  FAX 024-525-4027 

URL http://www.machi-fukushima.jp 

E-mail info@machi-fukushima.jp 

―自主事業及び助成事業として運営している施設― 
●ふくふくプロジェクト事務局 

〒960-8031 福島市栄町 10-3 キッチンガーデンビル３F 

TEL 024-521-9311  FAX 024-521-9311 

E-mail fukufukupro7@gmail.com 

◆講座を紹介します！◆ 

チャレンジインターンシップ 

通常総会開催のお知らせ 

 ２０１５年度（第１６回）の通常総会を下記のとおり

開催いたします。総会の前には、２０１４年度の「ふく

しま元気市民活動助成金」の助成対象団体からの

報告会を開催しますので、是非ご参加ください。 

●日時：２０１５年７月１８日（土） 

助成金報告会 １４時～ 通常総会 １５時３０分～ 

●会場：福島市市民活動サポートセンター会議室 

 

◆新年度がスタートして早１ヶ月、今年度も忙しくなりそうで

すが、気持ち新たに頑張ります！          （根本） 

◆常にロングヘアだった私ですが、ついに髪を切りました。

暑さ対策！今更ですが、夏は苦手なのです。   （大山） 

◆当センターで働き始めてから１年が過ぎました。改めて、

気を引き締めて業務にあたりたいと思います。   （古屋） 

５月２８日、「まちの駅ネットワークふくしま」の平成

２７年度定時総会を福島市市民活動サポートセンタ

ーで開催し、各種イベントとの連携を図ることと、現

在１５のまちの駅を２０駅に拡大し、まちの駅間の連

携と交流を図ること、そして、全国の仲間との連携と

交流を図るため、富山市で開催される全国大会に

参加することを確認しました。また、事業展開のため

必要な経費として、年 3,600 円の会費を決定し、役

員改選は、会長に福地雅人（パセナカＭisse）さん、

副会長に作田謙太郎（電工社）さんと磯部健一（福

島ふるフルステーション）さん、監査に伊藤賢之（清

流荒川資料室）さんと蓮沼幹子（おぐら茶屋）さんを

再任し、幹事には、各まちの駅長を選任しました。 

（報告：ふくしま情報ステーション所長 川浪廣次） 

第１回 市民活動ステップアップ講座 

『ＮＰＯ基本講座』 

～ＮＰＯ最初の一歩～ 

ＮＰＯ法人設立の申請の仕方から、運営する上

での注意点、ＮＰＯの現状や背景まで、ＮＰＯ法人

の基本を講義形式で学ぶ講座です。 

○日時：７月２９日（水） 13：30～15：30 

○会場：福島市市民活動サポートセンター会議室 

○講師：髙橋謙智 氏 （福島県企画調整部文化

スポーツ局文化振興課 主事） 

○定員：３０名程度 

○参加費：無料 

○申込・問合せ 

福島市市民活動サポートセンター ☎ 526-4533 

 

 

当センターでは、平成２７年度４月１日より新た

に「『チャレンジインターンシップ』若者の学び・体

験支援事業」の受託運営をおこなっています。本

事業は、「若者支援」「復興」をテーマとして福島

県文化振興課が主催するもので、県内の高校生・

大学生が夏休みのうちの７日間、県内ＮＰＯ法人

でインターンシップをおこないます。 

 受入れ団体としてＮＰＯ法人２２団体が選定さ

れ、高校生・大学生あわせて２０名程度のインタ

ーンとのマッチングがおこなわれます。 

若者が郷土に「愛着」を持ち、復興について学

び・考える機会として、またＮＰＯにとっても有意義

な機会となるよう、努めて運営してまいります。 

（報告：チャレンジインターンシップ担当 山﨑友也） 


